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生 分解 式 生 ゴ ミ処 理過程 に お け る微 生 物 の タ ン パ ク 分解活性 に及 ぼす

　　　　　　　　　　　　　 水 分活 性 の 影響
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【目的】近年 、 従来の コ ン ポス ト化技術 を応用 した反復回分式 の 生 ゴ ミ処 理 プ ロ セ ス

が 注 目 されて い る。 当研 究室 に おけ る生 ゴ ミ処理機 を用 い た硬究結果か ら、生 ゴ ミ処

理起 ち上 げ期 間の 初期過 程 におい て 優 占す る Proteobacteria門細菌 と、その 後 の 馴養

過 程 にお い て優 占す る Actinobacteria門細菌 とで は 、 生育可 能な水分活性 （Aw） が異

な り、 処理物 の 水分活性 の 低 下が優 占細菌の 遷移の
一

要因 となるこ とが 明 らか とな っ

た
1）

。 本 研 究 で は 、 生 ゴ ミ 処 理 プ ロ セ ス か ら分 離 され た Proteobacteriaと

Actinobacteriaの 代表的菌株 につ い て 、 生 ゴ ミ分解活性に対す る水分活性 の 影響を 、 プ

ロ テ ア
ーゼ活性 に よ り評価す るこ とを試 みた 。

【方法】植木鉢を利用 した簡易生 ゴ ミ処理 器か ら分離 した タ ン パ ク分解性好気性 従属

栄養 細菌 Pseudomonas　sp ．　TUT1023 株 （Proteobacteria門）お よび Omithinicoccus　sp ．

TUT 　IOI9株 （Actinobacteria　F9）を用 い た 。 培地 の 水分活性 の 調整には ポ リチ レ ン グ リ

コ
ー

ル （PEG ） 300 を用 い 、水分 活性 は 水分 活性測 定装 置 （AW 　 SPRINT 　 TH ・500
，

novasina ） で 測定 した 。
ペ プ トン 系複合培地 で 前培 養 を行 っ た菌体 を、異 な る水分 活

性に調整 した ス キ ム ミル ク培地 に接種 し、往復振 と う培養 した 。 培養物 を遠心分離後 、

上清中の 菌体外粗酵素液をア セ トン 抽出法 に よ り得た 。
プ ロ テ ア ーゼ 活性 はア ゾカ ゼ

イン を基質 とす る比色法 に よ っ て測 定 し、 1g の 酵素タンパ クが 1 分間 当た りに 1 吸

光度 （A440）を変化 させ る量 を Iu と して 比活性を算出 した 。

【結果 と考察1Psendomonas　sp．　TUTIO23 株お よび Ornithinicoccus　sp．　TUT1019株 の 生

育可 能な寒 天培地 の 最低 Aw 値は 、 そ れ ぞれ 0．986，0．974 で あ っ た 。
　Pseudomonas　sp

TUT 　1023 株 の場合 、ん
＝0．999 お よび 0．986 の 培養物 におけ るプ ロ テ ア

ーゼ活性 はそれ

ぞれ 26．4、 2．10U とな り 、 水分活性 の 低下 に よ る比 活性の 急激な低下が観察 され た 。

一方 、
Ornithinicoccus　sp ，　TUT1019 株 で は 、

　Aw＝O．999 お よび 0986 にお ける比活性 はそ

れぞれ 36．4 、 33．1U とな り、 水分活性の 影響は 顕著に は見 られ なか っ た 。 以上 よ り、

Proteobacteria門細菌と A・tinobacteria 門細菌 とで は 、 生育の み な らず 、 プ ロ テ アーゼ

の 発現 と活性 にお い て も水 分活性 に よ る影響 が 異な るこ とが 示唆された 。
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